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タウンミーティング
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タウンミーティングの趣旨

総合計画の概要や市の現状等を共有する

今後のまちづくりについて、みなさんが感じている

思いなどを把握する。
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１ 総合計画の概要
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君津市総合計画 （ 将来ビジョン ）

77,000人

行動姿勢

人口フレーム

むすぶ ～多様な“むすび”により君津の未来を創る～

基本構想

対象期間 令和４（20２２） ～ 令和１２（2030）年度

将来都市像
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将来ビジョンを実現するための柱と将来の姿

商工業振興、農林業振興、環境共生、観光振興

地域福祉、高齢者福祉、障がい者福祉
保健・医療、スポーツ推進

子育て、学校教育、生涯学習
文化・芸術振興、多文化共生

防災・減災、道路、上下水道、消防・救急
防犯・消費生活・交通安全、移動、都市創造・住まい

パートナーシップ、 地域コミュニティ
人権・男女共同参画、 公共施設マネジメント
シティプロモーション、行財政マネジメント
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君津市総合計画の構成

基本構想

基本計画

実施計画

 将来ビジョン
 行動姿勢
 将来ビジョン実現するための柱と将来の姿
 将来デザイン

 将来ビジョンを実現するための柱ごとの施策
 戦略的プロジェクト
 拠点づくり
 財政見通し

 毎年度の予算編成
 行政評価と連動した事業計画

計画の期間

基本構想

前期基本計画 後期基本計画

令和4～12年度
（9年）

令和4～ 8年度
（前期5年）

単年度ごと

令和9～12年度
（後期4年）
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後期基本計画の策定方針（抜粋）

◆策定にあたっての基本的な考え方

（１）明確かつ具体的な目標設定

（２）市民や関係者の主体的な参加

（３）現実的な財源計画と優先順位の設定

（４）地域特性を活かした計画

（５）実施後の効果測定と柔軟な見直しの仕組み
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２ 君津市の現状
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総人口 および 生産年齢人口（15～64歳）は、平成７年をピークに減少。

令和７年３月末時点総人口約79,000人（平成7年比較 ▲1.４万人）

少子高齢化が進行 （令和37年に「老年人口」と「生産年齢人口」の割合が逆転する見通し）

君津市の人口推移と今後の人口見通し

令和１２(20３０)年～：推計値～令和2(2020)年：実績値（国勢調査）
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地区別の人口推移と今後の人口見通し
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【参考】君津地区の人口推計
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【参考】小糸地区の人口推計
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【参考】小櫃地区の人口推計
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【参考】清和地区の人口推計
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【参考】上総地区の人口推計
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君津市の世帯数と世帯人員数の推移

 世帯数は増加傾向（平成７年から約１５％増）

一世帯あたりの人員数は、減少傾向（平成7年 3.04人/世帯 →令和2年 2.28人/世帯）
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君津市の財政状況（歳入）

歳入は、市税が主体（約５割）

市税収入は、横ばいに推移。今後、生産年齢人口の減少により、大幅な増加は見込めない。
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君津市の財政状況（歳出）
歳出全体の４分の１を占める「社会保障関連費（扶助費）」は、高齢化により、増加見通し

物件費・人件費は、物価高騰の影響により、増加傾向。
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君津市の現状（まとめ）
人口減少・少子高齢化の進行

労働力減少 → 地域経済衰退の懸念
地域コミュニティの衰退

 歳出：社会保障関連費が年々増加
 歳入：市税の増加は見込めない

限 ら れ た 資 源 （ ヒ ト ・ モ ノ ・ カ ネ ） を
最 大 限 効 果 的 に 活 用 す る と と も に 、
未来への挑戦を通して「持続可能なまち」へ

これまでと同じやり方では、持続的な成長が困難
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３ 千葉ロッテマリーンズファーム

本拠地移転について
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内容は、別ファイル参照
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４ 意見交換
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【ワーク１】今の暮らし等で 「困っていること」

質問① あなたが、今の暮らしや地域活動の中で、

「困っていること」を教えてください。

（例）●自治会の担い手が不足している。

●空き家、耕作放棄地の管理に困っている。

●防犯上の不安 ●災害の不安 ●有害鳥獣

●運転免許返納後の移動手段 ●買い物 等
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【ワーク２】 限られた中で 「どう考えて、見直すか」①

質問② 行政サービスの中で、

「今のやり方を変えたほうがいい」 「見直しが必要だ」

と感じるものはありますか。

※限られた資源の中で、より良い方法を一緒に考えましょう。

（例）・〇〇を支援するよりも、○○のほうが効果が高い。

・〇〇と〇〇は統合したほうかよい。

・〇〇は、電子化したほうがよい。
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【ワーク３】 限られた中で 「どう考えて、見直すか」②

質問③ 見直すとしたら、どんなやり方 があると思いますか。

※限られた資源の中で、より良い方法を一緒に考えましょう。

（例）対象を絞る、統合する、利用者負担を上げる

より低コストなやり方に変える、電子化

地域や民間と役割分担する 、廃止する など
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【ワーク4】 千葉ロッテマリーンズファーム移転関係①

質問④ 公園内に何があれば、行ってみようと思いますか。

質問⑤ スタジアムや野球場について、野球以外でどのように

使いたいですか。
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【ワーク4】 千葉ロッテマリーンズファーム移転関係②

質問⑥ ＢＰの運営の当事者として関わりたいですか。

（機運醸成・ＰＲ・イベントの企画、ボランティアなど）

質問⑦ ボールパークが出来た後、君津市がどのようなまちに

なってほしいですか？
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【参考】アンケート調査の結果等
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「現在の満足度」 が 低く、

「今後の重要度」 が 高い 施策

市民アンケート調査結果の概要①施策の満足度と重要度

1-1 商工業振興

1-2 農林業振興

1-3 環境共生
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2-5 スポーツ推進

3-1 子育て

3-2 学校教育

3-3 生涯学習

3-4 文化・芸術振興

3-5 多文化共生

4-1 防災・減災
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4-3 上下水道
4-4 消防・救急

4-5 防犯・消費生活・交通安全

4-6 移動

4-7 都市創造・住まい

5-1 パートナーシップ

5-2 地域コミュニティ

5-3 人権・男女共同参画

5-4 公共施設マネジメント

5-5 シティプロモーション

5-6 行財政マネジメント
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「人員の不足、新規人員の確保」（68.4%）

「人員の高齢化」（44.7%）

「デジタル化等による活動の効率化」（31.6%） 等 が挙げられています。

団体ヒアリング調査結果の概要（活動の悩みや課題）
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市民アンケート調査結果の概要② 今後の行政サービスのあり方

(n=1,149)
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60
（11.1％）（5.2％）

（83.6％）
利用者負担とサービスの

両方を見直すべき

利用者負担を増やし、

サービスを維持するべき
利用者負担を維持し、

サービスを下げるべき
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【参考】これまでの主な取り組み
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これまでの主な取り組み 【経済 ・ 環境】
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これまでの主な取り組み 【健康 ・ 福祉】
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これまでの主な取り組み 【子育て ・ 教育 ・ 文化】
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君津市の主な取り組み 【安全安心 ・ 都市基盤】
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これまでの主な取り組み 【パートナーシップ ・ 人権 ・ 行財政】


